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“まち歩き”による地域活性化への取り組みが各地で注目されている．筆者らは，兵庫県丹波篠山地区

と京都市地域において，地域の歴史文化資産を活かした“まち歩き”を支援するためのユビキタス環境と

ＩＣＴシステムの構築，これらを活用した移動支援のための実証実験を行った． 

篠山では，車いすや高齢者の方々を対象とした移動支援情報の提供を行った．京都では「京都千年天文

学街道」として，我が国の天文学開祖の地である京都の文化資産と宇宙天文学を組合わせた観光・教育の

ためのコンテンツ開発とツアー実施した．本論文では，これらの実証実験の結果を紹介し，地域活性化手

法としてのまち歩きの効用とそれを支えるユビキタス技術について，現状と今後の展望を論じる． 
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1. はじめに 

 

“まち歩き”が地域活性化のための取り組みとして見

直されつつある．この背景としては，健康志向，環境意

識の向上，中心市街地の活性化への取り組みの必要性，

クルマに依存しないまちづくり・公共交通利用促進など

まち歩きに多くの効果が認められるからである． 

このようにまち歩きには多くの効果が期待できる一方，

はじめて訪れたまちを歩くには，わかりやすい地図やル

ート案内などが必要で，自動車のカーナビのようなサー

ビスがあれば便利である．さらにまち歩きの際に，一般

の観光ガイドブックに掲載されていないような深みのあ

るニッチな地域の歴史・文化資料が参照できる仕組みが

あれば，さらにまち歩きの楽しみが増すこととなる．ま

た車いす等を利用するチャレンジドの方々にとっても，

段差のないルートやバリアフリー施設，特にトイレなど

の情報があれば，快適な移動を行うことができる． 

そこで筆者等は，まち歩きにおける歩行支援のための

ユビキタス技術とICT（情報通信技術）を活用したシス

テムを構築し，実際に兵庫県篠山市においてこのサービ

スを適用し歩行者移動支援サービスの実証実験を行った． 

また京都では，「京都千年天文学街道」という名称で地

域に因む天文学の話題を織り交ぜた天文まち歩きコース

を開発し，ここでもICTによる移動支援サービスを導入

した．  

 

 

図 1 まち歩きにおける情報ニーズ 



 

 2 

本論文では，これら実証実験を通して得られた結果の

考察を通して，ユビキタス技術とICTによる歩行支援サ

ービスの現状と課題，および今度の展望について論じる

こととする． 

 

2. “まち歩き”をサポートするユビキタス技術 

 

ここでユビキタス技術という用語を使っているが，こ

の用語は次のような意味で使用することとする． 

ユビキタス技術：その存在を強く意識することなく，

いつでも，どこでも，だれでもが利用できるICTシ

ステムに関する技術 

まち歩きとの関係では，モバイル情報機器，キオスク

端末，測位技術，ユビキタス通信技術，個人認証技術な

どの要素技術がユビキタス技術を構成する． 

 

 

図 2 まち歩きをサポートするユビキタス技術 

 

これらはこの数年で急速な技術進歩を遂げた分野であ

り，複数の技術が相互に組み合わされて歩行者の移動を

強力にサポートすることができるようになった．以下，

それぞれの技術開発の現状について簡単に述べる． 

 

(1)  モバイル情報機器 

ここ１～２年で，スマートフォンと呼ばれる高機能携

帯電話が急速に普及しつつある．例えば，iPhoneや

Android携帯端末がこれに属する．スマートフォンの機

能的特徴は，電話ができ，インターネットに接続ができ

てメールやWEB閲覧ができるという従来の携帯電話の

機能に加えて，高速のWiFi（無線LAN）通信機能を持ち，

GPSや電子コンパス，カメラやマイクを搭載しているこ

となどがあげられる． 

携帯可能な電話器から，情報通信機能と各種センサー

を搭載した小型高性能PCとして進化した端末がスマー

トフォンである． 

 

 

図 3 スマートフォンによるガイド例 

 

例えば，カメラで現地の風景を撮影し，これにGPSに

よる位置情報と電子コンパスによる方位情報を使って，

カメラの方向にある地物などの説明を行うアプリケーシ

ョンである「セカイカメラ」などは，スマートフォンの

機能を有効に利用した事例である． 

 

(2)  デジタルサイネージ・キオスク端末 

液晶表示装置やプラズマ表示装置などの価格低下が進

み，まちのあちこちにデジタルサイネージやキオスク

（街頭）情報端末が設置されるようになってきた． 

これら表示装置は，従来からある看板や掲示板と異な

り，その時間・場所に応じた情報を表示することができ

る．バスの時刻表示の例では，多くのバス路線が集中す

る駅前などでは，従来型の掲示板では多数の時刻表を掲

出する必要があり，目的とする情報を見つけ出すために

相当の労力が必要であったが，これをデジタル化するこ

とで，曜日や時間に応じて最新の時刻を表示することが

できるため，高齢者でも容易にバス時刻を読み取ること

ができるようになった．図-4はその一例である． 

 

 

図 4 キオスク端末によるバス乗継案内 

 

(3)  測位技術 

現在自分がいる場所を確認し，現地付近の地図や周辺
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施設の表示を行うために，測位技術が用いられる．測位

技術としては，一般的には衛星からの電波を利用した

GPSが利用されるが，室内や地下では衛星からの電波が

届かないため，これを補完するためのWiFi測位技術が利

用される例が多い．最近のiPhoneやAndroid端末では，こ

れらサービスを組合わせて測位を行うシステムが標準で

組み込まれている． 

WiFi測位を行うためには，各地に設置されている無線

LANの位置をデータベースに定義した参照データベース

が必要となる．iPhoneやAndroid端末は利用者の日常利用

の中で自動的にこれらのデータを収集し，センターに登

録する仕組みを備えている．スマートフォンの普及と利

用が拡大すればするほど，正確な参照データベースが構

築されていく仕組みとなっている．我が国はこのような

ところでも，米国に大きく水をあけられている． 

 

 

図 5 GPS測位とWiFi測位 

 

(4)  個人認証技術 

利用者一人ひとりに，適切な情報を表示・配信したり，

個人情報を用いてカスタマイズされた情報サービスを行

うためには，個人を認証する技術が必要となる． 

例えば，個人が持っている交通ICカードのIDmに個人

情報を紐づけておくことで，カードをかざすだけで自分

用にカスタマイズされた情報を見ることができたり，自

分の今いる場所を関係者に通知したりすることができる． 

最近急速に進歩を遂げているのが生体認証，中でも顔

認証の技術である．個人認証技術の進化と普及は，プラ

イバシー保護と競合する部分があるが，適切な情報管理

のもとで利用することにより，利便性を大きく向上させ

得る技術として期待されるものである． 

この技術を自動販売機に組み込んで，利用者の年齢や

性別による嗜好を反映させたお奨め飲料を表示したり，

デジタルサイネージと組み合わせることで立ち止まって

公告を見る利用者の属性別人数をカウントするサービス

などが既に実用化されている． 

 

 

図 6 顔認証の事例（Googleのサービス） 

 

(5)  ユビキタス通信技術 

携帯電話の通信サービスとして３Ｇ通信サービスはほ

ぼ全国を網羅するようになっているが，これに加えて無

料/有料のWiFi（無線LAN）サービスが注目されている． 

WiFiサービスの普及が最も進んでいるのは韓国であり，

ソウルでは市街地はもとより，地下鉄の駅や車両の中で

も途切れずWiFiの接続が可能となりつつある． 

また世界的な観光地となった清渓川地区の他，多くの

観光地では無料のWiFiサービスが導入されており，旅行

者は手持ちのスマートフォンなどで，無料で地図の確認

や周辺の観光施設の検索などが行える．またソウルの森

ではWiFiインフラを用いて公園内で遊ぶ子供の位置情報

を確認するサービスがあり，ソウル市ではこのサービス

を全市の小学校区に拡大し児童の見守りサービスに発展

させる計画を発表している（u-Seoul計画）． 

 

 

図 7 ソウル市内に設置されているu-Pole 

 

清渓川ではWiFiを組み込んだ街路灯（u-Pole）の整備
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が進められている１）．この街路灯は点灯消灯をWiFiに

より遠隔・集中コントロールできるだけではなく，

CCTVカメラやスピーカ・マイクなどを内蔵しており，

無線ネットワークを通じて操作が可能である．観光利用

だけではなく，防犯・防災面でのサービスと省エネルギ

ー化も期待できるシステムとなっている． 

 

3. ユビキタス丹波篠山 

 

兵庫県篠山市では国土交通省のモビリティサポートモ

デル事業の適用を受けて，篠山城下町地区における車い

す利用者・高齢者，観光客を対象とした移動支援サービ

スの実証実験２）を行った． 

 

 

図 8 ユビキタス丹波篠山での取組概要 

 

(1)  位置特定技術 

ユビキタス丹波篠山では，利用者が自分の現位置を同

定するために，GPS測位，WIFI測位に加えて，主要な観

光施設やバス停などに貼付したQRコードによる測位サ

ービスを提供した． 

WiFi測位精度を向上させるため，地区内の主要道路を

WiFiの測定を行いながらGPS測位された位置情報を正と

してデータベースに登録していく作業－WarDriving-を行

った．篠山城下町地区は高層建築物が尐なく，見通しの

良い街路が多いため，GPSによる測位精度は高い．室内

等での位置測位をWiFi測位により補完することで，実用

性の高いサービスの提供が可能となった． 

 

(2)  歩行空間ネットワークデータと場所情報コード 

歩行空間ネットワークデータは国土交通省の主導によ

り，安全で快適な自律移動を支援するために，歩行空間

における段差の有無，幅員やスロープなどのバリア情報

を含んだ歩行空間の構成状況をリンクとノードからなる

ネットワークデータとして整備するものである．箇所別

基本表などと比べると，歩行空間に特化したリンク･ノ

ードの設定単位を採用し，水路蓋の有無や手すり，階段

などのきめ細かい情報が登録され，バリアフリールート

の検索ができるなど移動制約者を意識したデータベース

となっている．また場所情報コードとは，国土地理院に

よって定められた「場所を識別するために，場所に対し

て一意に与えるコードで，経緯度0.1秒（約3ｍ）と高さ

（階層）をコード番号で発行する」ものである． 

ユビキタス丹波篠山の実証実験では，この場所情報コ

ードを組み込んだQRコード（u-codeQR）を主要観光施

設やバス停などの目印となる地物に貼付した． 

 

(3)  施設バリアフリー案内情報 

篠山城下町地区の観光施設，公共施設，医療福祉施設，

トイレ，ベンチ，バス停などの施設情報，特にバリアフ

リー情報をきめ細かく調査し配信する． 

 

 

図 9 施設バリアフリー情報の配信 

 

まち歩きのための情報としては，一般的な観光施設な

どの案内に加えて，トイレやベンチ情報などへのニーズ

が高い． 

 

(4)  通行注意箇所表示と経路案内 

地区内で車いす等で通行する際に危険な箇所，注意す

べき箇所を歩行空間ネットワークデータに登録し，現在

位置から目的地までのルート表示サービスの中で，通行

注意箇所を表示するサービスを提供した． 

篠山城下町地区ではエリア内に水路が多く存在する．

歴史的景観を保全するために，地区内の水路は景観を構

成する要素の一つとして重要であるが，目の不自由な来

訪者や車いす利用者にとっては通行上の危険箇所となっ

ている． 

そこでこれらの箇所をリストアップし，写真やビデオ

と組み合わせて通行注意箇所情報を提供することで，チ

ャレンジドの方々や高齢者の方々に対する移動支援を行

った． 
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図 10 経路案内と歩行注意箇所の表示 

 

(5)  情報端末 

ユビキタス丹波篠山の取組みでは，iPhone，iPad，

Android端末などのスマートフォンに加えて，一般の携

帯電話でも情報サービスが受けられる．またこれらの情

報端末を保有しない利用者のために，観光協会でiPod-

Touchの無償貸出を行った． 

携帯電話の場合は地図による経路探索などJAVAを利

用した一部のサービスを受けることができないが，ほと

んどの来訪者が保有しているため，それでも利用率は高

い．従来のモビリティサポート事業では専用端末を用い

た観光情報・移動支援情報の配信サービスを行う例が多

かったが，急速なスマートフォンの普及や携帯電話の高

機能化，通信速度の向上などを背景に，今後は汎用端末

を用いた情報サービスが主流となるであろう． 

 

(6)  WiFiインフラ 

地区内でWiFi測位精度の向上と，高速大容量の情報サ

ービスを実現するため，17箇所のフリーのWiFiスポット

を整備した．観光客が訪れる施設を中心に，普及型無線

ルータによる無料WiFiサービスを導入した． 

しかしながら，普及型WiFiルータの電波が届く範囲は

数十メートル程度であるため，道路上等でのシームレス

な情報サービスを提供することができない． 

そこで，NTT西日本の協力を得て，ソウル・清渓川等

で実績のあるFireTide社のワイヤレスメッシュシステム

の導入が行われ，広域での無線WiFiサービスを実現した． 

これにより篠山城下町地区の主要エリアでは，街中の

ほとんどの観光エリアでWiFiにより地図検索・経路検

索・施設案内などのサービスが利用できるようになった． 

 

(7)  実証実験の結果 

実証実験は2010年9月25日から2011年1月15日まで113日

間実施した．この期間中のサービスの利用者はのべ2049

人，総アクセス数1.7万ページビューとなった． 

実験期間中に実施したアンケートとアクセスログの解

析結果から，次のような利用実態と利用者意見が得られ

た． 

 

a)  利用端末の種類と利用の動向 

サービスを利用した利用者はiPhone等のスマートフォ

ンからの利用と携帯電話からの利用がほぼ同数であった．

また移動支援用に構築したシステムであるにもかかわら

ず，PCからの利用も30％を占めており，自宅等から移

動ルートや訪問地を下調べしてから現地に向かう利用者

も多い． 

 

b)  端末からの使いやすさ 

アンケート調査で端末からの使いやすさに関する設問

では，良いという回答が48％，普通が38％，悪いが10％

となっている．悪いと応えた回答者の自由意見を分析し

たところ，WiFiのつながりにくさを指摘する声が多かっ

た．地域のユビキタス環境の整備は使いやすさに大きく

影響することがわかった． 

 

c)  回遊性向上への効果 

まち歩きのツールとしての効果を把握するため，利用

者が町を回遊する上で効果を問う設問では，効果がある

48％，尐しは効果がある48％で，効果を認める回答の合

計が96％となっている．まちの活性化，観光振興などに，

移動支援ツールは大きな役割を果たすことがわかった． 

 

d)  安全性・利便性向上の効果 

本サービスがまち歩きにおける安全性・利便性向上に

効果があるかを問う設問では，効果がある47％，尐しは

効果がある43％で，効果を認める回答が90％を占めた． 

 

(8)  今後の課題 

実証実験を通して，本サービスは観光客や障がい者の

移動支援と回遊性向上に大きな効果があることが明らか

となったが，一方で次のような課題が明らかとなった． 

・ 高速通信サービスが提供できるWiFi環境整備が重要 
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・ 障がい者でも使いやすい端末が必要．特に専用機よ

り汎用機で，使い慣れた機種で操作できることが望

ましい 

・ 歩行上の支障箇所は，利用者によって様々．一概に

移動の障害となる箇所を定義することは難しく，自

分で判断できる情報を提供することが大切 

・ サービス継続のために，コンテンツ更新が容易な仕

組みが必要．また専用端末を用いないなど，コスト

負担を軽減するための工夫が必要 

 

4. 京都千年天文学街道 

 

京都千年天文学街道プロジェクトは，総務省の平成22

年度情報通信技術地域人材育成・活用事業交付金により

実施された事業であり，2010年度に実証実験を行い，

2011年度から本格運営に入っている． 

京都は陰陽師として有名な天文博士の安倍晴明が活躍

し，藤原定家の名月記に超新星爆発の記録が残されるな

ど日本の天文学開祖の地であることから，貴重な天文史

跡が多数存在している．そこでNPO法人花山星空ネット

ワークではこれらの史跡を巡るコースを「京都千年天文

学街道」と呼び，解説付きのまち歩きツアーを実施して

いる．このまち歩きでは，天文学に関する多くの資料を

ポータブル情報端末により閲覧したり，望遠鏡を用いた

天体観測映像を情報端末に転送して観察するなど，最新

のICT技術を活用したまち歩きが行われている． 

 

 

図 11 京都千年天文学街道の概要 

 

(1)  システムの概要 

このプロジェクトの特徴は，最大15名のまち歩きの参

加者が小型情報端末（iPod-Touch）とヘッドマウントデ

ィスプレイ（HMD）を携帯し，コンテンツサーバに蓄

積された多くの天文コンテンツを参照しながらまち歩き

を楽しめるところにある． 

 

 

図 12 京都千年天文学街道のコンテンツ配信システム 

 

コンテンツは携帯情報端末のローカルメモリに保存さ

れている他，ツアーリーダが携帯するノート型PCから

WiFiルータにより参加者の端末に配信される． 

 

(2)  天文コンテンツ 

まち歩きでは，目前に広がる地域の風景を見て，まち

の音を聞き，地域の方々と触れ合いながら歩みを進める

のが楽しみである． 

全国で歴史文化的な資産を楽しむまち歩きが多数企画

されているが，既に失われてしまった史跡をめぐる際に，

昔の情景をCGで再現したり，史跡に因む学術的な資料

を参照することができれば，まち歩きの楽しみは一層膨

らんでいく．例えば京都千年天文学街道では，藤原定家

の名月記コースの中で，当時の記録にある「かに星雲」

の超新星爆発について，ハッブル宇宙望遠鏡による観測

映像を携帯情報端末から見ることができるようにしてい

る．このようにユビキタス技術により，関連する情報を

閲覧しながらまち歩きをすることで，楽しみ方が大きく

広がることとなる． 

 

 

図 13 まち歩きで提供する天文コンテンツの例 
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(3)  地図情報によるまち歩きの支援 

まち歩きを支援するコンテンツとして，コース周辺の

トイレやバス停などの情報を配信し，これら施設へのル

ート案内が行われる． 

 

 

図 14 トイレの案内 

 

(4)  実証実験の結果と今後の課題 

NPO法人花山星空ネットワークでは，既に数度にわた

るツアーを実施し，参加者からの評価も高い． 

 

 

図 15 HMDによるコンテンツ閲覧風景 

 

一方，京都千年天文学街道ではユビキタス丹波篠山の

ように地域をカバーするWiFi通信インフラの整備を行う

ことができなかった．このためツアーリーダがPCと

WiFiルータを持って天文コンテンツの無線配信を行うと

いう方式を採ったが，ツアー実施の際の負担が大きい．

今後地域のWiFi通信環境が整い，安価にこれを利用でき

る仕組みができれば，まち歩きでのさまざまな活用が期

待できる．ソウルでは戦術のとおり，市内のほとんどで

非常に安価にWiFiの常時接続が可能となっている．我が

国でも高速大容量のユビキタスインフラの整備が進むこ

とに期待したい． 

5. まち歩きとユビキタス技術の今後の展望 

 

いつでも，どこでも，誰でもが利用できる情報通信サ

ービスや情報端末は，徒歩や公共交通を利用する個人に

カーナビのような快適な街中での移動サービスを提供し

てくれる．クルマでの移動とは異なり，まち歩きでは，

自分の好きな場所で立ち止まり，ゆっくりと周りを見渡

し，音，色，香りなどを五感をフルに活用して楽しむこ

とができる．道行く人との会話も楽しい． 

このようなまち歩きの快適性，利便性を高めるために，

ユビキタス技術は大きな役割を果たせることが，本論文

で紹介した取組みであきらかとなった． 

またNTT西日本ではユビキタス丹波篠山の実験と同時

に，カメラとマイク・骨電動スピーカを内蔵しためがね

型デバイスを用いて視覚障がい者の方の移動支援システ

ムの導入実験３）を行った．この実験は遠隔のコールセ

ンターからガイドを行うことで，視覚障がい者の安全快

適なまち歩きをサポートする取組みである．これらサー

ビスの実現にも高速大容量のWiFiサービスが用いられた． 

 

 

図 16 NTT西日本による視覚障がい者の歩行支援 

 

今後，情報通信技術や携帯端末の技術開発の進展に伴

い，総合交通計画の中で情報技術の活用策さらに重要度

を増すであろう．今後もより積極的に，これら最新技術

を活用した取組みを進めていきたい． 
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